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《
木
造
毘
沙
門
天
立
像
》

平
安
時
代
・
12
世
紀

四
季
ら
ん
ま
ん

　

大
正
中
期
に
大
阪
茶
臼
山
に
建
築
さ
れ
た
住
友
家
本
邸
を

飾
っ
た
木
島
櫻
谷
の「
四
季
連
作
屏
風
」を
全
点
公
開
し
ま
す
。

　

大
正
期
の
櫻
谷
は
、独
特
な
色
感
の
絵
具
を
用
い
、顔
料

を
厚
く
盛
り
上
げ
、筆
跡
を
立
体
的
に
残
し
油
彩
画
の
よ

う
な
筆
触
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
櫻
谷
は
、

「
技
巧
派
」な
ど
と
称
さ
れ
ま
し
た
が
、櫻
谷
の
真
骨
頂
は

そ
れ
に
収
ま
ら
な
い
極
め
て
近
代
的
な
も
の
で
し
た
。リ
ア

ル
な
人
間
的
な
感
情
を
溶
か
し
込
ん
だ
動
物
た
ち
は
絵
の

中
で
生
き
生
き
と
輝
き
は
じ
め
、と
り
わ
け
動
物
が
折
節
に

み
せ
る
豊
か
な
表
情
は
、観
る
者
の
心
に
沁
み
ま
す
。

　

江
戸
時
代
中
期（　

世
紀
）京
都
で
生
ま
れ
た
円
山
四
条

派
の
代
表
的
な
画
家
た
ち
に
よ
る
花
鳥
画
表
現
を
併
せ
て

紹
介
す
る
こ
と
で
、櫻
谷
の「
生
写
し
」表
現
の
特
質
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

〒106-0032 東京都港区六本木1-5-1  TEL 050-5541-8600（ハロ－ダイヤル）
https://sen-oku.or.jp/tokyo/

休館日・開館時間および展示内容を変更する場合がございます。当館のホームページ、SNS等で最新の情報をご確認ください。

［アクセス案内］●東京メトロ・南北線「六本木一丁目」駅下車北改札正面出口
より屋外エスカレーターで3分 ●日比谷線「神谷町」駅下車・4ｂ出口より
徒歩10分 ●銀座線「溜池山王」駅下車・13番出口より徒歩10分

＠SenOkuHakukoKanTokyo ＠SenOkuTokyo ＠senokuhakukokanmuseum_tokyo

春
風
に
の
っ
て
サ
ラ
サ
ラ
と

落
ち
葉
踏
み
分
け
啼
く
鹿
二頭

羽

裏
は
付
け
た
て
の
一
筆
描
き

「
狸の

櫻谷
さん」といざ対決
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六本木
一丁目駅
北改札
正面出口

虎ノ門駅
溜池山王駅

六
本
木
通
り

  溜池山王駅
●出口13
●

ANAインター
コンチネンタル
ホテル東京

●
虎ノ門駅
出口3 

●
菊池寛実記念
智美術館

●赤坂
　アークヒルズ

●
アメリカ
大使館

●
アークヒルズ

仙石山森タワー

●

●

サントリー　
ホール●

●スウェーデン大使館

●共同通信社

虎の門病院●

●
アークヒルズ
サウスタワー●

●
泉ガーデン
タワー

スペイン
大使館

●

神谷町
郵便局

虎ノ門
ヒルズ駅
出口A2

●
霊
南
坂

桜
田
通
り

大倉
集古館
●

The
Okura
Tokyo
●

神谷町駅
出口4b

外堀通り

泉屋博古館東京

●麻布小学校 ●麻布台ヒルズ

※予約制のイベントは、3月1日（金）正午よりホームページにて受付開始予定（先着順）
各プログラムの詳細、お申込みについては当館ウェブサイトをご覧ください。

〈アートwith〉レクチャー 「美術館と空気環境」

［講師］ 山崎正彦氏（光明理化学工業株式会社）　［聴講料］ 500円
4月5日（金） 17：30～18：30 ※要予約・要観覧券・要参加費
1

ロビーコンサート 「息吹を聴く～尺八と自然描写～」

記念講演会
「京都派の写生表現について ー彼らは何を写そうとしているのか」

夕焼けスライドトーク

［講師］ 田島達也氏（京都市立芸術大学美術学部教授）
4月20日（土） 14：00～15：30 ※要予約・要観覧券

［演奏］ 津上弘道氏（尺八演奏）
4月13日（土） 18：00～19：00 ※要予約・要観覧券
2

33

ワークショップ
「絵画を支える下地建具の技術 ーフォトフレームを作ろう！」

［講師］ 臼井浩明氏（黒田工房代表）　［参加料］ 7,000円
4月27日（土） 14：00～15：40 ※要予約・要観覧券・要参加費
35

4

ラーニング・プログラム

平安
の彩色を遺したまま堂々復活

住
友
財
団
助
成
に
よ
る
文
化
財
修
復
成
果
　

―

文
化
財
よ
、永
遠
に

同
時
開
催
企
画

［講師］ 野地耕一郎（泉屋博古館東京館長）

3月22日、29日、4月26日（各金） 17：30～18：30
※予約不要・当日11時より整理券配布・要観覧券

蘆雪より
リアル勝ち

毛描きせずとも

木島櫻谷《双鹿図》  明治30年代（1897-19
06）頃

  個
人蔵

森一鳳《猫蝙蝠図》（部分）  江戸時
代・1

9世
紀

望月玉泉《芦雁図》（部分）  明治4
0年（

190
7）
 

森
徹

山《
檀鴨・竹狸図》（部分）  江

戸時
代・
19

世
紀
 

円山応挙《双鯉図》  江戸・天明
2年（

178
2）

木島櫻谷《柳桜図》（部分）  大正6年
（19

17）

木島櫻谷《獅子虎図屏風》（部分）  明治37年
（190

4）  
個人
蔵

活きの
いいのが命
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